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【目的 】 最近では、地球温暖化をはじめとする地球環境 問題 についての意識 が高まり、消費

行動を見直すことの必 要性も広く認識されるようになってきたが、環境配慮行動における意識と

行動の間には大きなギャップ があることが認 められている。そこで、このギャップを埋める一手段

として、個々人の生活 がエネル ギー消費やC02 の排出に如何 に関与しているかを実感させる

ことが有 効であると考え、環境教 育の一環として、短大の授業 の中で各 家庭における電力 及び

ガス使用 量の調査を試 みた。本報では、個々 の家庭でのエネルギー 消費や環 境負 荷の基礎

資料を得るため、一年分の使用 量から、エネルギー消費とC02 排 出量の動向を分析した。

【方 法】 調 査は、「生活環境論」を受 講している家政学科の学生100 名を対 象に実施したが、

そのうち1998 年1 月から12 月までの一年間の電気及 びガスの使用量が明らかになっている1

0名 分（3 人家族 が1 、4人家族が6 、5人家族が3 家庭）のデータを使用した。電力およびガス使

用 量は各 月 の 検針票 から求 め、各 発 熱 量及 び排 出 原 単位を 用いてエネル ギー消 費 量 、

C02 、ＮＯｘ、SOx 発生量を計算した。

【結果】 ガス及び電力消費量を月別で比較すると、冷暖 房を使用する夏季･ 冬季には消費 量

の増加 が顕著であった。1世帯 当たり年 間の電力･ ガス使用 によるエネル ギー消費 量は、およ

そ12000Mcal から30000Mcal 、C02 の排出量は465kg から1260kg であった。1人当たりに

換算すると、一戸建て住宅に比ベマンションに居住している場合 のｴﾈﾙ ｷﾞｰ 消費 量は少なく、

高齢者 がいる家庭で は、暖房 や冷房 の使用 が多くなるためｴﾈﾙｷ 一消 費量もとくに多い。４家

庭について灯油も含め用途別内 訳を求めたところ、エネル ギーの約50% が暖房用であった。

2 P-50(P) 活性汚泥による生分解試験法
片山倫子（東京家政大）

目的　衣類の洗濯の汚れを効率よく除去するためには各種の界面活性剤を配合した洗剤
が用いられているが、洗濯後の廃液が生活排水として環境中に流出することから洗剤の各
成分については、各の洗浄力に対する寄与以上に環境に対する影響を考慮していく必要に
迫られている。洗剤の生分解試験法については既にたくさんの惨眼があるが、大学等で将坦 られてい る。洗斉!|の生 分解 試験法について は既 にたくさんの惨 報があ るが、大学等 で授

業 の中で実施 す る場合 には、特に微生物源 の選択 に苦労 する。そこで本報 では比 較的入手

しやす い 下ヽ 水処 哩場 卸 ら/採取 したi反|俣汚 泥をヽ:室温 に保 存した ものを微生物源|として痢|ICI、

た、ＢＯＤ法によ る試験を検 討した。

方法 試 験器としては培養 びん上 部中の酸 素の分圧低下を電 極式 マ ノメータにより検 出
a　　・　－　　a血　-a-&=　－　　・　　--する方式の電気化学計器（株）製BOD －

ては和光純薬工業（株）製の試薬；ドデシ
微生物源としてはJISK3363 に準じ主として

した。界面活性剤とし

似生物源 としてはJISK3363 に準 じ主 として家庭 排水を処理 して いる活 性汚泥方式 下水MM

場で午前中 に採取 しかi反|俣汚泥を タンクに分 けて もらい、水槽用|の曝気蜃酸茎沈 必元スポリ

タンクの中に入 れ、勢 いよ く曝気を続 け、直射 日光 を当 て ないよ うに注 意しなが ら室温で

保存し たものを用 いた。所 定 の培養 ビンには活性汚 泥4inl を含 む検体 ３ ０ Oml を入 れた。
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添加していない培養ビンのBODs についてみると、処哩場から分取
した時は高くなり、長く保存した活性汚泥では著しく低下した。ま
j培養ビンに曝気保存した活性汚泥を接種した場合のＢＯＤ５は、１

は54 、同じ汚泥を25 日間保存した時には69 であった。


